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長期材令コンクリートの調査研究
(4. 本学旧紡織工場および福井紡績工場壁体)
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The forth investigation of the old concrete was carried out on two buildings. 
The age of the buildings were 40 and 43 years. The main results obtained on 
the properties of the concrete were as follows; 
1) The depth of alkali-lost in concrete was found to be 22-24 mm at the outside 
of the building. This value is c10se to the one estimated from the ever 
presented formula. In the inside， however， the value was twice as much. 
2) The compressive strength in prism specimens cut out from structural mem回
bers was 108-268 kg/cm2• The wide range of the values indicates the level of 
quality controle at the time. 
3) The mixing prop町 tionof cement， fine and coarse aggregate was evaluated 
as 1 : 3-3.2 : 2.6-6 in weight from the resu1ts of 7000C heating followed by 
hydrochloric acid treatment of the concrete. 
1 Iましカミき
長期材令ヨンクリートの調査の資料として既に3件
について報告したlムヘここには，本学旧紡織工場と
福井紡績側の外壁についておこなった、ンュミットハン
マー，中性化，コアの圧縮などの試験結果をまとめ
Tこ。
2 本学i日紡績工場
この建物は大正15年に建設され，昭和44年4月，建
設工学科新築工事に先立つて取壊しとなった。調査は
この時期におこなった。建物の断面図を図1に，平面
図を図2に示した。尚，この建物は，戦災時にも入口
の鉄扉付近に火害をうけただけで，内部は火災をまぬ
GL がれた。
2・1 中性化深さ
図2に示す部位，すなわち地上部40弛中18ケ所につ
いて，取壊し中の断面またはタガネで研りとった部分
帯建築学科
にフェノールフタレンの1%アルコール溶液を噴霧器
で散布し，中性化深さを測定した。その結果は表 1に
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図1 断面図
図2に示す5ケ所について測定した反発係数は表2
のようであった。測定法は前報2)と同じである。
これより， (2)式を用いて推定される圧縮強度は，
2i36kg/cm2であるo
FC=13・R-184 ・H ・H ・..…(2)
比一4ι "世~生:] ~ '"T1 R 反発係数
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Fc: コンクリート圧縮強度
図2 平面図及び中性化測定位置
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まとめたO コンクリートにはそルタル仕上が施されて
おり，腰外部は更にその上に洗出し仕上がなされてい
た。この洗出し仕上のあった部分はその防護効果のた
め中性化が少なし、。同表にはそルタルとコンクリート
に分けて記入しておいた。地中基礎梁部分は， 18ケ所
中1ケ所 3111というのがみられた他はすべて中性化深
さはOに近いものであった。これらを総括すると次の
ようである O
測定数中性化深さ範囲 平均
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表 1 中
外 部
経過年数と中性化深さの関係式(1)(浜田〉によっ
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て，
W36 
t =7.2x2…H ・H ・.，(1) t 経過年数
x 中性化深さ
t =43に対する xを求めると，24.21t1lとなるo建物外
部についての測定値は，ほぼこの値に近い。内部はこ
の約2倍の値を示しているO これは，前報のと一致す
る結果であるo
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??? 2・2 シュミットハンマー
2・3 切り取りコアによる圧縮試験
取壊し時に，コンクリートの塊を採取し，カッター
で角柱体に整形，キャッピングの後，圧縮試験をおこ
なった。この際，抵抗線歪計によって応力度査度関係
を測定した。またこれより最大応力度の弘における弾
性係数を求めた。結果を表3にまとめた。
強度面では， 107'-""'168と255"'-'268kg/cm2の2グル
ープに分れているのが特色で，全平均は 155kg/cm2で
ある口 (2)式の右辺の第2項を修正する形で式を求める
と，
FC=13・R-315・H ・H ・，(2)'となるo
これは，前報1)2)の場合とほぼ等しい式となるo
応力度歪度曲線を図3に示した。前述の強度上の品
性化深さ
|内部
モルタルコンク|
リー ト|
モルタノレコンク|
〆/〆 リー ト|
コンクモルタル
1 柱 30 O 12 カベ 1 O 21 柱 10 O 31 柱 10 45 
2 柱 30 3 13ヒサシ下 17 O 22 カベ 20 25 32 カベ 14 60 
3 柱 30 2 14 カベ 8鴨 。 23 梁 10 10 33 柱 15 10 
4 柱 0* O 15 柱 12 5 24 柱 10 30 34 柱 10 10 
5 柱 25 6 16 カベ 9 11 25 柱 10 60 35 柱 23 40 
6 カベ 10 20 17 カベ 10骨 O 26 柱 10 30 36 梁 10 60 
7 集じん塔 20 O 18 柱 5時 4 27 柱 12 3 37 カベ 10 O 
8 カベ 8 O 19 カベ 3持 。 28 カベ 12 40 38 カベ 10 10 
9 カベ 10 20 20 柱 10 O 29 梁 10 50 39 スラブ 30 
10 柱 15 5 40 スラブ 20 30 カベ 10 40 
11 梁 20 。
洗出し仕上が施されている部分
モノレタルコンク|
〆，"， リー ト|
1.80X 105kg/ cm2である。 従来提案されているω式(3)
EろちFc= 4500・p1.5 ・FcO•5 ・・・・・・・・・(3)
p 比重， Fc 圧縮強度
によって強度と比重から弾性係数を求めて表 3に付記
した。測定値はほぼこの値に一致する。すなわち弾性
係数の差異も強度に起因するものと考えられ，施工時
の品質のバラツキによるものとみなすことができるo
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化学分析
前述の圧縮試験で強度が最大最小を示した試験体に
ついて，強熱 (7000C)後， 塩酸処理をする方法(文
献 1参照〉によって比重，調合を求め，表4に示し
た。
調合比は 1: 3 :2.6---1 :3.2: 6と広範囲に異なって
おり，強度が低い供試体の調合は粗骨材が多く，貧調
合となっているo これらの調合を比較するとき前項で
述べたように当時の品質管理が必らずしも充分でない
ことを示していると考えられる O
2・4
41 ノ/ぺ
福井紡績工場外壁
昭和 3~4年の建造とされているO 以前は鉄骨上屋
がこの外壁の上にのっていた。調査は， 43年11月，外
壁の取壊し時におこなった。
3 
質のパラツキと同様に，かなりの差がみうけられる O
弾性係数は， 2. 68kg/cm2の1例を除いては， 1. 32~ 
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果結!験試縮圧アコ表3
弾性係数帯
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角柱圧縮強度
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形状効果を無視し，サイズ効果だけを補正
内は(3)式による値
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調合比
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方法は前述に同じ，結果は表5に示した。
表5 中性化深さ測定結果
中性化深さく1Il1l) 平均値(1Ilm)
35， 15， 20， 28， 24.5 
(8) (8) (4) (4) (6) 
25， 30， 30， 45 32.5 
(8) (7) (0) (0) (4) 
( )内は仕上モルタル厚さ (1Ilm)で中性化深き
に含まれるD
前述(1)式による中性化深さの推定値は，材令40年に
対して23.6mmとなる。外部の中性化深さ測定結果は，
ほぼこれに近い。内部の中性化深さは，この32%増し
になっている O
なおコンクリートが中性化していない部分であって
も充てん不充分のための空隙部分で、は鉄筋が錆ひ、てい
るのがみうけられた。
3・2 シュミットハンマーテスト
柱型部分に対して反発係数を測定した結果は，表6
のようであった。 (2)式による推定強度は 356kg/cm2と
なる口
表6 反発係数測定値
打撃数 反発係数平均|全平均
????? ??????
???
??
41.7 
41.6 
42.3 
41.0 
42.。
3・3 切り取りコアの圧縮誌験
採取した 3ケのコンクリート塊を整形，キャッピッ
ビングして圧縮試験をおこなった結果は，表7のよう
で、あった。この平均値はシュミットハンマーによる推
定値をはるかに下廻る。
(2Yの形の推定式を，この結果から逆に求めると，
FC=13・R-345 ・H ・H ・.白Y
となるO
4 むすび
以上，材令約40年のコンクリートについての調査結
果をまとめると次のようである。
1) 中性化深さは，外部については在来の推定式に
よる値とほぼ一致するが， 内部はその1.3--2倍の中
性化深さを示しているo地中では中性化は殆ど無視し
うることがあきらかとなった。
2) コアによる圧縮強度は，シュミットハンマーに
よる推定値よりはるかに低く，在来の推定式は，この
ような長期材令コンクリ{トに対してはあてはまらな
いことが示された。また，この調果結果から妥当と考
えられる推定式を求めた。
3) 化学分析によって推定したコ γクリート調合比
は1: 3 :2.6----1 :3.2: 6となった。この調合の差が圧
縮強度が 108----225kg/cm2の広範問にちらばった原因
であり，当時の品質管理の不充分な一面を示すものと
考えられる D
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表 7 コ アの圧縮試験結果
供試体係状 断面積 角柱強度 標準供試体強度倒 同左平均
高さ×辺長 (cm) (cm2) (kg/cm2) (kg/cm2) (kg/cm2) 
1O.6X8.1X8.4 68.04 206 179 197 
l1.2X7.2X8.4 60.48 154 136 (53.2Y州
9.6X7.6X9.1 69.16 305 264 
持文献性)中の形状効果の係数 (Bach，Burcharzt，坂による〉を乗じて円柱標準供試体の強度に換算
制標準偏差
